
問題認識

効果新規性

#0 プレイベント（交流⼈⼝を増やす）
＃1 本イベント
~メタバースde地域課題~

（交流⼈⼝を増やす）
＃2 リアルde現地訪問

（関係⼈⼝を増やす）

解決策

・町に⼈が戻ってきていない
・コミュニティの再生 ※メタバース︓ここでは3次元の仮想空間のことを指す。

交流人口になりうる人
28,486人

~地域資源deメタバース体験~
※スマホ、PCを使う想定

例えば…
草刈りゴーカート 
現在4地域では、原発事故に伴う
避難の影響で管理が難しく、
草が伸びきった私有地が目⽴つと
いう課題がある。
その課題空間をメタバース上で再
現し、ゲーム感覚で課題について
考えてもらう。

第一回→参加者と地域の⼈の交流 
第二回→地域の課題を⾒つけ、 

解決案を練る 
第三回→課題解決案を実践する 

イメージ図

〜Meta!!感考旅〜

参加者間の交流(オフ会) 
↓ 

地域課題を発⾒︕
聖地巡礼 

↓ 
リアル地方創生 

#1で考えてきた地域課題を現地で
解決できるか挑戦する!!

また、地域の⼈とリアルに会い、
一緒にまちづくりを考え
持続的な関わりを作る

浪江町
双葉町
大熊町
富岡町

対象地域

実現計画

チーム名 チームまでい 大学名・学部 明治大学 農学部
福島復興ステージ

プラン名称 Meta!!感考旅

テーマ 復興に向け前向きに取り組んでいる方と連携した「観光まちづくり」

リーダー名 増田有寿
メンバー名 河井美咲、藤井康平、宮本もも子

指導教職員名 本所靖博

地方創生×メタバース※ 感考旅とは？

協⼒者の皆様
双葉郡未来会議
一般社団法HAMADOORI13

公益社団法人福島相双復興
推進機構
(一社)富岡町観光協会
(一社)とみおかワインド
メーヌ
(一社)とみおかプラス
(株)鳥藤本店代表藤田大様
なみえ星降る農園
(一社)NoMAラボ
代表 高橋大就様

これまでの地方創生→現地活動からスタート

本プラン→メタバースを活用することで、これまで
地方創生に関心のなかった層やさまざまな問題で
参加を悩んでいた⼈が気軽に楽しく地域に関わる
きっかけになる。

イメージ図

その地域の特徴や魅⼒を
感じて町のファンになる。 
活気あふれるまちづくりを
地域の⼈と一緒に考える。

地域との新しい関わり方！

・さまざまな層の
人々が地域に関わる

・震災のイメージから、
新しく明るいイメージを
広げることで交流⼈⼝
が増加する


